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新潟市教育ビジョン
第３期実施計画～NEXT&NEW～

平成30年度

令和元年9月
平成30年度 施策の点検と評価（ダイジェスト版）

平成30年度　施策評価一覧教育ビジョン推進委員からの主な質問・意見･要望

施策1-(2） 「学び続ける資質・能力を育むキャリア教育の推進」
○ 　「高大接続改革と指導と評価の一体化」に関して，「進路指導の一層の充実を図る」という記載がある。

市教育委員会ではどのような形で考えているのか，具体案があれば教えてほしい。
�　市立高等学校キャリア教育推進事業や，文部科学省で推進している事業などを有効に活用している。今後は先
進校の視察を考えている。また，大学入試が変わっていく中で，高校の授業自体も変えていかなければならな
い。指導主事が文部科学省に行って研修を受け，市立３校にしっかりと伝達をしたり，市立３校の先生方から文
部科学省の説明会に行ってもらったりしている。最新の情報を得て，今後の学習指導，進路指導に活かしてい
く。

施策1-(3） 「基礎・基本を身に付ける教育の推進」
○ 　英語教育実施状況調査によると，中学３年生で英検３級以上を想定した学力をもつ生徒は全国で40％く

らい。それに対して新潟県の値は30％台であり，英語に関しては全国平均に及ばないが，どのように考え
ているか。

 　英検の所持率は新潟市も高くはない。検定を受けるように校長会等を通
じて働きかけている。さらに，教員についても英検受検希望者に対して受
検料の全額補助をしているが，なかなか数値が上がっていない。今年度の
全国学力・学習状況調査で初めて英語の「話すこと」の調査が導入された
が，その結果を見ながら外国語（英語）について対策を進めていく。

施策1-(6） 「読書活動の推進と新聞活用の充実」
○ 　「中学生の不読率」が「２」となっているが，１年間をとおして，全く本を読まない中学生が，これだけ

の割合いるということか。
 　インターネットの普及など，子どもたちの生活が変化していることから，本にじっくり
と向き合う時間が取れない，意欲もなかなか身に付いていないといった現状からの数値に
なっていると考えられる。一方で電子書籍等が普及しており，それを通じて読書をする生
徒も多くなってきていることも考慮に入れ，今後質問の内容も検討していく。

※�（参考）平成30年度新潟市生活・学習意識調査（総合教育センター集計による市内全中学生
へのアンケート，11月実施）の項目による。対象項目：「この１か月に本をどれくらい読み
ましたか。（教科書，参考書，マンガ本，雑誌を除きます。）」→結果：０冊12.3％，１～３
冊50.8％，４～６冊20.9％，７～９冊6.9％，10冊以上９％

施策2-(2)　「一人一人の成長を促す生徒指導の推進」
○ 　「いじめ解消率（％）」というのは，「解消」と「一定の解消」を合わせたものの割合ということだが，こ

の根拠（指標）は，どのようなものか。
�　文部科学省で行っている問題行動調査を基にしている。学校がいじめを認知したと報告があったものについて
「発生」とカウントしている。「解消」についても，学校での経過をしっかりと見ながら「解消した」，「一定の解
消が見られた」という報告のあった数値を，学校支援課でも確認をしながら判断をし，解消率としている。

施策3-(2)　「外国語教育・国際理解教育の充実」
○ 　これから本格的に「外国語」が教科として導入されてくるので，小学校の外国

語・外国語活動については，もう少し「好き」という子どもが増えてほしい。
�　目標は80％を指標として掲げているので，結果の74％という数字はやや低いと思っ
ている。外国語が本格実施となるのを機に数値が上がるよう，各学校の取組が充実す
るよう支援していく。

※�（参考）平成30年度新潟市生活・学習意識調査の項目による。「外国語の勉強が好き」
74％，「外国語の授業は分かる」82.9％（平成29年度までの項目は「外国語活動の勉強
が好き」78.2％）

施策5-(1)　「新潟市にふさわしい小中一貫した教育の取組」
○ 　「中学校が小学校の家庭学習の取組を参考にして同様の取組をす

るなど」という記載があるが，具体的にどういうものか。
�　小学校で，毎日「帰りの会」の前に，家に帰ったらどんな勉強をする
のかを家庭学習ノートに記入し，その計画に沿って家庭学習をするとい
う取組である。家庭学習ノートには，その日の授業で記録したノートを
見てもう一度家で勉強し直したり，自分なりに調べた内容を書いたり
と，素晴らしい取組がされている。この取組を当該中学校区で情報共有
し，このような家庭学習をしてきた習慣を活かし，中学校でも継続して
いるという例である。

施策10-(4)　「学びを支援する体制の整備と充実」
○ 　就学援助の周知率は，全児童生徒の家庭に配布したということで，この４年間100％が続いている。こ

の指標目標をこのまま続けていくのか。一方，就学援助認定者数の割合を見ると全体の22.8％であるが，
これでよしとするのか。また，奨学生（社会人）の採用率は，募集定員６名のうち１名の申請ということ
で100％としているが，その根拠は何か。
�　成果指標というよりも活動指標となっている。この２つの指標に対しては，今後どういった指標が考えられる
か検討する。アンケートを取り，満足度指標を採用する案も検討しているが，第３期実施計画が今年度で終わる
ため，指標の継続性から今年度まではこの指標を継続し，第４期実施計画において新しく指標を設定する。奨学
生については採用率ということで，条件を満たして奨学金を受けたいという方に対して支給することができた
か，という指標である。社会人の奨学金においては，応募者１名に対して奨学金を貸すことができたため100％
としている。逆に予算以上に応募があった場合には貸せないということもあり，そのときは率が下がることとな
る。

　�（委員からの意見）非常に大事な奨学金制度なので，ぜひ大勢の方から活用してもらえるよう推進してほしい。

施策11-(1)　「効果的な指導を支援する施設設備の充実」
○ 　タブレット型コンピュータを整備した小・中学校の割合が100％となって

いるが，この数字の内容はどのようなものか。
�　現在小・中学校で各校13台の整備を目標にしており，それが整備されたかと
いう指標である。基本的に１校で13台，2020年度においては16台まで目標を上
げていく。問題は，大規模校でも小規模校でも同数台の整備であり，学校規模
によって使う頻度が極端に変わるということである。国の指標では３クラスに
１クラス分のタブレットを整備するという計画がある。新潟市規模になると財
政規模として相当な額であるため，現在では2020年度までには16台を，全小中
学校に整備することとしている。

　�（委員からの意見）タブレットは様々な活用の仕方がある。今後は使用目的を
明確にして整備を進めることも考えていけると良い。

施策13-(2)　「効果的・効率的な執行体制の整備」
○ 　総合教育会議のところで「支持的風土の醸成」という表現がある

が，説明がほしい。
　 �　今年度，学校支援課が重点の一つとして全学校に示しているものであ

り，「支持的風土」を「認め合い，助け合い，期待をかけ合い，高め合
う，温かい学級の風土」と定義している。

※ 紙面の関係で，主な「質問・意見・要望」を記載しています。

基本施策（13 施策） 施　　策（54施策）
網掛…■は【NEXT】に該当する８施策    ■は【NEW】に該当する12施策

H30 施策評価
（３期進捗）

1 確かな学力の向上 1--(1) 社会の変化や新たな課題に対応できる教育の推進 4.3 

4.0 

1--(2) 学び続ける資質・能力を育むキャリア教育の推進 4.0 
1--(3) 基礎・基本を身に付ける教育の推進 4.3 
1--(4) アグリ・スタディ・プログラムの推進 4.0 
1--(5) 学習習慣の定着 4.0 
1--(6) 読書活動の推進と新聞活用の充実 3.3 

2 豊かな心と健やかな身体の育成 2--(1) いのちの教育・心の教育の推進 4.3 

4.0 

2--(2) 一人一人の成長を促す生徒指導の推進 4.3 
2--(3) 体験活動・ボランティア活動の充実 3.5 
2--(4) 文化・芸術活動体験の推進 4.5 
2--(5) 体力づくりの推進 4.5 
2--(6) 健康づくりの推進 3.3 
2--(7) 食育の推進 3.2 
2--(8) 青少年の健全育成の推進 4.3 

3 創造性に富み，世界と共に生きる力の育成 3--(1) 地域学習の充実 5.0 

4.4 
3--(2) 外国語教育・国際理解教育の充実 3.5 
3--(3) 情報教育の充実と ICT を活用した教育の取組 4.3 
3--(4) 主体的な取組を促す環境教育の推進 4.3 
3--(5) 海外帰国・外国人児童生徒への教育の推進 5.0 

4 共生社会の実現を目指すインクルーシブ教育シス
テムの推進

4--(1) 子ども一人一人のニーズと課題に対応した特別支援教育の推進 4.0 
4.7 4--(2) 特別支援教育のサポート体制の推進 5.0 

4--(3) 早期からの就学相談・支援の充実 5.0 
5 校種間・学校間連携を活かした特色ある学校・園

づくり
5--(1) 新潟市にふさわしい小中一貫した教育の取組 4.3 4.3 5--(2) 幼児教育の充実と幼保小連携の推進 4.3 

6 人権を守り共に支え合う社会の推進 6--(1) 人権教育，同和教育の推進，男女平等教育の推進 4.2 3.6 6--(2) 交流 ・ 体験活動の推進 3.0 
7 家庭教育の充実と子育て支援 7--(1) 家庭教育充実への支援 4.0 4.5 7--(2) 子育て支援の充実 5.0 
8 生涯を通じて学び育つ学習機会の充実 8--(1) 主体的な学習を支えるシステムづくり 2.0 

3.6 8--(2) 学び育つ各世代への支援 3.7 
8--(3) 地域における生涯学習活動への支援 5.0 

9 地域と学校・社会教育施設が協働する教育の推進 9--(1) 地域と共に歩む学校づくりの推進 4.3 

4.2 

9--(2) 広報広聴活動の推進 4.0 
9--(3) 学校・地域・NPO 等の協働の推進 4.3 
9--(4) 高等教育機関及び企業との連携推進 4.3 
9--(5) 子ども・保護者・地域住民の学校運営への参画 4.0 
9--(6) 市民の生涯学習施設運営への参画 4.5 

10 学びのセーフティネットの構築に向けた取組の推進 10--(1) 防災・安全教育の充実 4.0 

4.0 10--(2) 保護者や地域と連携した安心な学校づくりの推進 4.0 
10--(3) 安全な学校施設 4.0 
10--(4) 学びを支援する体制の整備と充実 4.0 

11 学校教育 ･ 生涯学習環境の基盤整備 11--(1) 効果的な指導を支援する施設設備の充実 4.0 

3.8 11--(2) コミュニティの拠点としての学校整備 4.0 
11--(3) 学校施設の整備 4.0 
11--(4) 生涯学習施設を核とした学習環境の整備 3.0 

12 市民に信頼される教育関係職員の育成 12--(1) 教育関係職員の研修プログラムの充実 4.0 

3.4 12--(2) 教職員への支援体制の充実 2.3 
12--(3) 信頼される教職員の採用・登用・配置 3.3 
12--(4) 教育関係職員の人事管理の適正化 4.0 

13 ニーズと課題に応える教育行政の創造 13--(1) 新潟らしい教育改革の推進 4.0 

4.0 
13--(2) 効果的・効率的な執行体制の整備
13--(3) 教育情報の収集と発信 4.0
13--(4) 学校適正配置
13--(5) 教育施策の管理と適切な評価 (3.0)

　指標目標を上回って達成した「評価５」が６施策。指標目標を概ね達成した「評価４」が
34施策。両者を合わせると 40施策，78.4%となった。また，「施策評価の平均」で見る
と，全 51施策の平均が 4.02 であった。重点的に，また新たな視点で取り組む施策である
「NEXT&NEW」の平均は 4.14 で，両方とも，「評価４」以上を得ることができた。施策数
やその割合で見ても，目標を超える評価を得ることができたことは，施策が着実に実施され，
成果が挙がっていると判断できる。
　とはいえ，昨年度の全施策平均は 4.17，「NEXT&NEW」の平均は 4.22 であり，昨年度
評価５や４であった施策のうち，５つの施策が３や２に下がっている。下がった要因として
は，学習指導要領の改訂や，スマホ・SNS の急速な発達などの社会情勢の変化により，５
年前に立てた指標目標と実態が合わなくなってきたことが考えられる。各所属において状況
分析や改善策を講じ，令和元年度の取組に反映させていく。

施策評価の総括
施策評価の平均 
　全施策の平均 4.02
　NEXT & NEW の平均 4.14
 
施策評価の分布 
　施策評価５ （平均評価 5.0 の施策数÷ 51 施策× 100） 11.8%
　施策評価４ （平均評価 4.0 以上 5.0 未満の施策数÷ 51 施策× 100） 66.7%
　施策評価３ （平均評価 3.0 以上 4.0 未満の施策数÷ 51 施策× 100） 17.6%
　施策評価２ （平均評価 2.0 以上 3.0 未満の施策数÷ 51 施策× 100） 3.9%
　施策評価１ （平均評価 1.0 以上 2.0 未満の施策数÷ 51 施策× 100） 0.0%

　令和元年６月に開催された第42回新潟市教育ビジョン推進委員会において，推進委員からいただいた主な質
問・意見・要望と，それに対しての教育委員会の回答は次のとおりです。

（ ○ … 教育ビジョン推進委員　　  … 教育委員会の回答 ）



□研修プログラムの改善により，講座受講
者の満足度と活用度が目標を上回った。
○平成30年度教育関係職員の研修プログラム
として，開講・実施した講座は以下のとおりであ
る。
・�キャリアステージ研修64講座，延べ受講者数
4,272人
・専門研修70講座，延べ受講者数��3,379人
○キャリアステージ研修における法定研修・若
手教師道場は，「マンツーマンの授業づくり研
修」の体制を堅持した。研修講座修了後に実施
した受講者の満足度評価では，肯定的評価が
95％以上を占めた。

指標1 各研修講座における受講者の満足度と活用度（％） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 80.0 85.0 85.0 88.5 90.0
進捗状況 80.0 87.0 87.5 88.1 91.1

指標2 マイスター養成塾修了者（人） H30評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 102 108 110 128 133 
進捗状況 102 103 110 121 128 

指標3 学社民融合研修会の実施（回） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 7 7 7 8 8 
進捗状況 7 7 7 8 8 

12－（１）教育関係職員の研修プログラムの充実
主な事業　・教育関係職員の研修プログラムの一層の充実
　　　　　・学社民融合研修の推進

H30施策評価 4.0

市民から信頼される学校・教育機関となるよう，人材の育成と職
場の環境整備を進めています。

□市民に向けた学びの場の確保に努めた。
○にいがた市民大学では，講義形式による大学
コンソーシアム連携講座を実施したり，市民ニー
ズを講座企画に盛り込んだりして，時代や社会
の要請に応えた専門性の高い講座５講座を開設
した。また，新潟港開港150周年に関連した１講
座と，150周年推進課とのパートナーシップ事業
である特別講座１講座を開設した。後期ゼミ
ナール終了後には，自主学習グループが１つ結成
され，市民の主体的な学習活動につながった。
○「第二次新潟市子ども読書活動推進計画」
に基づく事業の実施
・�ブックスタート事業を継続実施し，家庭での
読み聞かせの大切さを伝えるとともに，親子
のコミュニケーションづくりのきっかけとなる
よう働きかけた。（ブックスタートは，３月末時
点で5,572名に実施）
・�「赤ちゃんタイム」を全図書館（19館）で実施
し，赤ちゃんと来館する方が気軽に利用でき
る環境の整備を進めた。
・�「うちどく（家読）」推進のため，中央図書館で
「子ども司書講座」を実施した。（10名参加）

８－（２）学び育つ各世代への支援
主な事業　・にいがた市民大学開設事業　　・現代的課題を学ぶ公民館事業
　　　　　・学習成果を発表する場の提供　・子どもの読書環境の整備
　　　　　・子どもが読書に親しむ機会の充実
　　　　　・仕事やくらしの課題解決のための情報提供事業

H30施策評価 3.7

子育てや各世代の学びに対する支援に努め，地域の教育力の活用
を推進しています。

指標1 にいがた市民大学の受講率（％） H30評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0
進捗状況 84.5 122.5 112.5 92.0 92.0

指標2 現代的課題を学ぶ事業の実施 H30評価
Ⅳ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

指標目標 実施 実施 実施 実施 実施
進捗状況 ─ 実施 実施 実施 実施

指標3 文化祭・芸能祭等の実施 H30評価
Ⅳ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

指標目標 実施 実施 実施 実施 実施
進捗状況 ─ 実施 実施 実施 実施

指標4 児童書の貸出冊数（冊）（12歳以下の子ども1人あたり） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 12.2 12.4 13.2 13.1 13.2
進捗状況 12.1 13.1 13.1 13.0 13.2

指標5 レファレンス受付件数（件） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

3指標目標 72,000 72,800 90,000 99,000 94,000 
進捗状況 69,600 83,157 94,580 98,077 93,559 

○新潟大学附属図書館と新潟県立図書館の間
で配本ネットワークを実施し，利用者への本の
提供を迅速に行うことができた。

○新潟市とイオンリテール株式会社との包括連
携協定の記念イベントに，「おでかけほんぽー
と」として参加し，図書館サービスのPRに努め
た。

指標2 にいがた市民大学の受講率（％） H30評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0
進捗状況 84.5 122.5 112.5 92.0 92.0

指標3 連携・協力の実施状況（連携事業数）（件） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

5指標目標 9 9 9 9 9
進捗状況 9 11 11 10 10

世界とともに生き創造性を発揮する新潟の子どもや市民の育成を目指
し，コミュニケーション能力向上とICT活用への取組を進めています。

□英語授業の充実のため，教員及びALTの
研修の充実を図った。
○ALTの全校配置と担当時数の増加により，パ
フォーマンス評価における研究が深まった。
○授業技術の改善のため，ALTが自らの授業を
録画したものを，月例ＡＬＴ研修会でグループ視
聴し，意見交流を行った。また，新学習指導要領
の研修も実施し，英語教育の方向性を確認した。
○市立小中高の教員が一堂に会した外国語マネ
ジメント研修を開催した。「外部専門機関と連携
した英語指導力向上事業」研修協力校の実践発
表と，大学教授の指導を基に議論を行い，校種
間理解を深めることができた。

３－（２）外国語教育・国際理解教育の充実
主な事業　・外国語指導助手（ALT）配置事業
　　　　　・国際交流事業
　　　　　・外国語教育支援事業

H30施策評価 3.5

指標1 新潟市生活・学習意識調査（小6）で「外国語活動の勉強
が好き」と回答した児童の割合（％） H30評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
3指標目標 75.0 75.0 82.0 80.0 75.0

進捗状況 74.5 73.8 81.1 78.2 74.0

指標2 新潟市生活・学習意識調査（中3）で「外国語活動の勉強
が好き」と回答した生徒の割合（％） H30評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
4指標目標 56.5 56.5 57.0 61.0 60.0

進捗状況 56.0 54.6 56.7 60.6 59.1

３－（３）情報教育の充実とICTを活用した教育の取組
主な事業　・タブレット等ICT活用研修（教職員研修）

□小・中学校で，情報通信技術を活用した
協働学習や，課題解決型の学習指導の実
施が定着してきている。
○教職員の指導スキル向上を図り，研修会を実
施した。教材の更新により，９割以上の教職員
がICT機器を活用した協働型・双方向型の授
業を実践した。

○アクティブ・ラーニングについては，各校で重
点化するよう働き掛けてきた。各校において，
実態に応じ重点化された研修が推進され，主体
的・対話的で深い学びの実現を目指した授業改
善がなされた。

H30施策評価 4.3
指標1 コンピュータ等（タブレットPCを含む）の情報通信技術を活用して，子どもが学

び合う協働学習や課題解決型の学習指導を実施した小学校教職員の割合（％） H30評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 66.6 66.6 70.0 90.0 90.0
進捗状況 65.7 60.3 98.0 100.0 92.5

指標2 コンピュータ等（タブレットPCを含む）の情報通信技術を活用して，子どもが学
び合う協働学習や課題解決型の学習指導を実施した中学校教職員の割合（％） H30評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
5指標目標 51.0 51.0 55.0 55.0 55.0

進捗状況 50.0 50.0 97.0 98.2 94.7
指標3 「アクティブ・ラーニング」の実施した学校の割合（％） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 92.0 95.0 100.0 100.0 100.0

学校や公民館・図書館などにおいて，多様なニーズに応じた学習機会
の充実を図るため，企業や民間団体と連携する取組を始めています。

□高等教育機関・企業等と連携・協力し，多
様なニーズに応じた学習機会を提供した。
○高等学校通級においては，明鏡高等学校で
の通級指導の周知と充実に取り組んだ。また，
市立高等学校職員に，ニーズ調査を行った。

H30施策評価 4.3９－（４）高等教育機関及び企業との連携推進
主な事業　・高等教育機関活用推進事業
　　　　　・図書館と教育機関・企業との連携・協力

指標1 高等教育機関からの専門的な情報提供，指導等を受けてい
る教育課題（課題） H30評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
4指標目標 2 3 3 4 4

進捗状況 1 2 3 4 4

□小中一貫教育についてのホームページを
作成し，一貫教育の方向性を広く周知するこ
とができた。
○小中一貫教育部会では，「新潟市にふさわし
い小中一貫した教育の基本的な考え方」や「Ｑ
＆Ａ」等，事業に関する共通理解を促すための
資料を作成するとともに，各パイロット中学校区
の取組を見直した。また，ホームページを作成
し，各中学校区で一貫した教育を進める際の参
考となるようにした。

○小中学校において，学習の仕方に関しての情報
交換が進み，「学習課題とまとめ」「振り返り」の
ある授業が浸透している。中学校が小学校の家庭
学習の取組を参考にして同様の取組をするなど，
小中で一貫した取組が見られるようになってき
た。

□各種の研修会を通じて，新潟市共通接
続期カリキュラム（アプローチカリキュラ
ム・スタートカリキュラム）についての意
識・理解が高まった。
○保育園，私立幼稚園・こども園の研修会と市
立幼稚園の研究保育・研修会が相互に案内さ
れ参加することにより，幼保等の連携が図られ
た。

○市立幼稚園・保育園，私立幼稚園・保育園・
こども園，小学校の職員による，幼保小合同研
修会を実施した。アプローチカリキュラムと，ス
タートカリキュラムについての周知を図った。

５－（１）新潟市にふさわしい小中一貫した教育の取組
主な事業　・小中一貫教育パイロット事業
　　　　　・学校間連携推進事業

５－（２）幼児教育の充実と幼保小連携の推進
主な事業　・幼保小連携推進事業
　　　　　・幼保小合同研修会

H30施策評価 4.3

H30施策評価 4.3

未来の新潟を担う子どもたちの生きる力の育成のため，校種間の
連携を強めています。小中学校においては，一貫した教育への取
組を始めています。また，幼保小連携の充実を図りながら新潟市
における幼児教育の方向性について検討を進めています。

指標1 新潟市一貫教育推進協議会（回） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 発足 3 2 2 2
進捗状況 ─ 発足 3 2 2

指標2 新規パイロット事業実施中学校区数（延べ数）→H29～新潟市に
ふさわしい小中一貫した教育に取り組んだ中学校区数（延べ数） H30評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
5指標目標 ─ 4 8 24 40

進捗状況 ─ ─ 4 8 26
指標3 学び方等，共通の取組を設定した中学校（校区数） H30評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 56 56 56 56 56
進捗状況 ─ 55 56 56 56

指標1 幼稚園・保育園との連携の充実を図り，小学校への円滑な
接続を図るための教育懇談会を実施した小学校の割合（％） H30評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
4指標目標 10.0 95.0 100.0 100.0 100.0

進捗状況 ─ 90.0 100.0 100.0 100.0
指標2 接続を見通した教育課程の編成・実施が行われている小学校の割合（％） H30評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

5指標目標 10.0 40.0 70.0 70.0 70.0
進捗状況 ─ 30.0 72.0 72.0 82.0

指標3 接続を見通した教育課程の編成・実施が行われている市立幼稚園の割合（％） H30評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 27.3 90.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 ─ 81.2 100.0 100.0 100.0

指標4 隣接する小学校区における，幼稚園，保育園，小学校等の職員
を交えた研究保育を年間複数回実施した市立幼稚園の割合（％） H30評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
4指標目標 18.1 63.6 90.0 90.0 90.9

進捗状況 ─ 54.5 90.0 90.0 90.0

学・社・民の融合による教育を推進しています。

□学校とボランティア，そして公民館等の
協働がより一層進んだ。
○地域と学校パートナーシップ事業について
は，地域から多くの学校支援ボランティアの協
力を得た。学習活動の充実，子どもたちの人間
関係の広がりと深まり，子どもたちが認めてもら
える機会の増加がみられた。また，学校の地域
貢献活動や，社会教育施設及び地域コミュニ
ティ協議会との協働事業が増加傾向にある。
○公民館出前型事業は，学校と地域教育コー
ディネーターが協働しながら，講座の企画と運
営を行った。地域団体と連携して防災講座や家
庭教育講演会をはじめ，夏休みを利用した様々
な体験講座を実施した。

９－（１）地域と共に歩む学校づくりの推進
主な事業　・地域と学校パートナーシップ事業
　　　　　・ふれあいスクール事業
　　　　　・公民館出前型事業

H30施策評価 4.3

指標1 1校あたりの学校支援ボランティア（延べ人数） H30評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

5指標目標 1,240 1,270 1,640 1,670 2,020 
進捗状況 1,210 1,531 1,611 1,664 1,989 

指標2 ふれあいスクール週当たり開催（日数）→H29～ふれあい
スクール年間開催（1校当たり日数） H30評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
2 指標目標 2.00 2.10 49 51 53

進捗状況 1.93 1.97 2.02 49 43 
指標3 土曜プログラムモデル実施校数（校）→H29～土曜プログラム活用校数（校） H30評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

5 指標目標 4 4 20 24 27
進捗状況 ─ 4 4 24 34

指標4 公民館出前型事業の実施校数（校） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

5 指標目標 66 67 94 103 120 
進捗状況 66 72 89 103 127

□すべての小学校が「アグリ・スタディ・プロ
グラム（ASP）」に基づく体験学習を実施した。
○総合推進会議，推進委員会，評価・サポート
委員会，アグリパークを語る会などを開催し，
ASPの改善点を明確にし，各学校に周知し
た。
○ASP研修会を４回（うち１回は宿泊研修）開
催し，活用のポイントを周知した。

１－（４）アグリ・スタディ・プログラムの推進
主な事業　・「アグリ・スタディ・プログラム」に基づく体験学習の推進事業 H30施策評価 4.0

指標1 「アグリ・スタディ・プログラム」に基づく体験学習を実施している小学校の割合（％） H30評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

指標2 アグリ・スタディ・プログラム評価・サポート委員会によるプログラムの検証率（％） H30評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 25.0 50.0 75.0 100.0 100.0
進捗状況 ─ 25.0 50.0 75.0 100.0

□学校図書館を活用した授業が，継続して
行われている。
○学校図書館活用推進校として，小学校22校，
中学校14校を指定し，５月に学校図書館活用推
進校研修会を実施した。「読書センター」「学習
センター」「情報センター」としての機能を高める
ための取組について共通理解を図った。２月の
実践報告会では３つのセンターの機能を意識し
た取組が報告された。
○新聞活用教育（NIE）推進校として，各区１校
（小学校８校，中学校８校）を４月に指定し，新
聞を複数紙配備した。各校の新聞活用計画に基
づき実践が進められた。
○学校司書を全ての市立学校に配置するととも
に，蔵書管理システムの円滑な運用を図るための
サポートを継続して行った。

１－（６）読書活動の推進と新聞活用の充実
主な事業　・学校図書館活用推進校事業　　・学校図書館支援センター事業
　　　　　・学校図書館支援事業　　　　　・新聞活用の推進

H30施策評価 3.3

子どもの読書活動を推進するとともに，読書環境を充実させて
います。

指標1 学校図書館を活用した授業を「月に数回程度」行った小学校の割合（％） H30評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

3指標目標 78.0 79.0 80.0 81.0 82.0
進捗状況 77.2 75.6 46.8 74.7 75.5

指標2 学校図書館を活用した授業を「学期に数回程度」行った中学校の割合（％） H30評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

5指標目標 56.0 57.0 58.0 59.0 60.0
進捗状況 55.1 62.1 55.2 71.9 70.2

指標3 中学生の不読率（％） H30評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

2指標目標 12.0 11.5 11.0 10.5 10.0
進捗状況 12.1 12.3 11.8 11.4 12.3

指標4 ほぼ毎日新聞を読む中学生の割合が，全国平均を上回る（ポイント）→H29
～週に1回以上新聞を読む中学生の割合が，全国平均を上回る（ポイント） H30評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
3指標目標 2.8 2.8 2.8 2.8 2.8

進捗状況 2.7 1.0 1.1 1.6 2.5

確かな学力・豊かな心・健やかな身体を育む教育を進めています。

□すべての学校で，「アクティブ・ラーニン
グ」を取り入れた教育活動が定着してきた。
○学校訪問を通じて,主体的・対話的で深い学び
のある授業を推進するよう働き掛けてきた。「アク
ティブ・ラーニング」を進めることで，子どもに社会の
変化や課題に適切に対応できる力を育むことが
できる，という意識を教職員にもってもらうことができ
た。また，ESDの概念がだいぶ浸透してきた。

○５月にアフタースクール学習支援員連絡会を行
い概要を説明したことから，６月から講座を開始し
た学校もあった。全体での一斉授業と個別支援
の両面から，生徒の能力やニーズに応じた学習支
援を展開した。

○環境教育の一層の推進を図るため，市立小中
学校に「地域の特色を活かした環境学習支援事
業」の案内・募集を行った。指定校９校が事業を
推進した。

１－（１）社会の変化や新たな課題に対応できる教育の推進
主な事業　・持続可能な開発のための教育（ESD）推進事業
　　　　　・「アクティブ・ラーニング」による教育活動の推進
　　　　　・アフタースクール学習支援事業

H30施策評価 4.3

指標1 ESDを自校の教育活動に位置付けている学校の割合（％） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

5指標目標 20.0 50.0 75.0 85.0 92.0
進捗状況 ─ 42.5 72.0 85.0 91.0

指標2 「アクティブ・ラーニング」を実施した学校の割合（％） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4 指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 92.0 95.0 100.0 100.0 100.0

指標3 放課後の学習支援をする中学校（校） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4 指標目標 56 56 56 56 56 
進捗状況 ─ 56 56 56 56 

指標4 環境教育に関する実践的な取組を広報する（回） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4 指標目標 1 1 1 1 1
進捗状況 1 1 1 1 1

指標5 環境教育事業の実施 H30評価
Ⅳ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

指標目標 実施 実施 実施 実施 実施
進捗状況 実施 実施 実施 実施 実施

□継続した授業改善の取組により，全国学
力調査で，全国平均正答率を上回った。
○【�全国学力・学習状況調査による学力実

態：正答率】
・国語Ａ� 小学校：73.4％（全国比+2.7）
� 中学校：76.4％（全国比+0.3）
・国語B� 小学校：59.1％（全国比+4.4）
� 中学校：62.7％（全国比+1.5）
・算数数学A� 小学校：66.3％（全国比+2.8）
� 中学校：67.6％（全国比+1.5）
・算数数学B� 小学校：53.1％（全国比+1.6）
� 中学校：48.8％（全国比+1.9）
・理科� 小学校：62.0％（全国比+1.7）
� 中学校：67.1％（全国比+1.0）
○算数・数学の単元評価問題等の配信を継続
し，それに活用問題を加えた。単元評価問題の
活用方法が定着してきていると同時に，指導の
要点を基に指導をしながら取り組む学校が増
えた。

○理科支援員配置希望の募集を行い，82校の希
望があった，これまでの配置状況から検討し，
今年度31校に理科支援員を配置した。各校で
有効に活用され，理科の授業の観察・実験等が
円滑に進められたという肯定的なアンケート結
果が得られた。

○７月末までに97人の学習支援ボランティアが
登録され，授業の補助等を行った。各校で有効
に活用されているとともに感謝の声が寄せられ
た。

○アフタースクール学習支援事業については，1-
（1）に記載のとおり。

１－（３）基礎・基本を身に付ける教育の推進
主な事業　・学力実態調査　　　・学習支援員派遣事業
　　　　　・学力定着支援事業　・理科大好きプロジェクト
　　　　　・アフタースクール学習支援事業

H30施策評価 4.3

指標1 全国学力調査Ｂ問題（小６・国語）で全国平均を上回った児童の割合（％）→H29～全国
学力調査Ｂ問題（小６・国語）で全国平均正答率に対する新潟市平均正答率の割合（％） H30評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
4指標目標 61.7 61.9 104.0 104.0 104.0 

進捗状況 70.7 68.5 63.5 106.4 108.0 

指標2 全国学力調査Ｂ問題（小６・算数）で全国平均を上回った児童の割合（％）→H29～全国
学力調査Ｂ問題（小６・算数）で全国平均正答率に対する新潟市平均正答率の割合（％） H30評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
4指標目標 59.7 59.9 104.0 104.0 104.0

進捗状況 73.4 56.0 50.0 103.3 103.1

指標3 全国学力調査Ｂ問題（中３・国語）で全国平均を上回った児童の割合（％）→H29～全国
学力調査Ｂ問題（中３・国語）で全国平均正答率に対する新潟市平均正答率の割合（％） H30評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
4指標目標 53.2 53.4 104.0 104.0 104.0

進捗状況 67.3 66.1 49.0 101.9 102.5

指標4 全国学力調査Ｂ問題（中３・数学）で全国平均を上回った児童の割合（％）→H29～全国
学力調査Ｂ問題（中３・数学）で全国平均正答率に対する新潟市平均正答率の割合（％） H30評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
4 指標目標 61.2 61.3 104.0 104.0 104.0

進捗状況 62.8 48.2 52.0 102.3 104.1

指標5 児童質問紙「授業では，自分の考えを発表する機会が与えられてい
たと思いますか」で，肯定的な回答をした児童（小６）の割合（％） H30評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
4指標目標 84.0 84.5 85.0 86.0 86.0

進捗状況 83.1 87.7 87.4 88.7 82.1

指標6 児童質問紙「学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げた
りすることができていると思いますか」で，肯定的な回答をした児童（小６）の割合（％） H30評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
5指標目標 70.5 71.0 72.0 73.0 74.0

進捗状況 69.8 70.7 74.4 74.3 81.2

指標7 生徒質問紙「授業では，自分の考えを発表する機会が与えられてい
たと思いますか」で，肯定的な回答をした生徒（中３）の割合（％） H30評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
4 指標目標 80.0 80.5 81.0 84.0 84.0

進捗状況 79.1 85.0 84.2 86.1 81.2

指標8 生徒質問紙「学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げた
りすることができていると思いますか」で，肯定的な回答をした生徒（中３）の割合（％） H30評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
5指標目標 70.0 71.0 72.0 73.0 74.0

進捗状況 69.0 70.5 71.6 73.2 85.1

共生社会の実現を目指すインクルーシブ教育システムの構築に
向けた取組を始めています。

指標1 日本語指導協力者の指導により，日常会話ができるようになった子どもの割合（％） H30評価
Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

5指標目標 85.0 85.0 85.0 85.0 85.0
進捗状況 85.0 81.8 82.1 85.0 91.4

□海外帰国・外国人児童生徒が学校生活に
スムーズに適応できた。　

３－（５）海外帰国・外国人児童生徒への教育の推進
主な事業　・日本語指導協力者派遣事業
　　　　　・外国人児童生徒への支援体制の整備

H30施策評価 5.0

○各校園から要請のあった32名に対して，延べ29名の日本語指導協力者を派遣した｡母語が分かる協力員の派遣も継続して
行った｡
○日本語指導協力員の継続的な派遣により，日本語の上達に加え，学校生活の適応にもつながったという事例報告もあった｡

□特別支援教育に関する公的研修の定着
とともに，ニーズに応じた人的な支援を充
実することができた。

○特別支援教育管理職研修を１回，合理的配慮セミナーは３回実施した。全校体制で支援ニーズのある子どもへの「合理的
配慮」のあり方について研修を行った。
○明鏡高等学校の通級指導教室を開始した。
○学校看護師は対象の児童５名に対して配置し，支援ニーズに応じた人的な支援を充実することができた。

４－（１）子ども一人一人のニーズと課題に対応した特別支援教育の推進
主な事業　・インクルーシブ教育システム構築の推進事業 H30施策評価 4.0

指標1 各年度内に特別支援教育に関する公的研修を受講した教員
（幼・小・中・高）（人） H30評価

Ⅰ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
4指標目標 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 

進捗状況 1,500 1,616 1,585 1,749 1,460 

ニーズと課題に迅速に対応できる教育行政のシステムづくりと
学びのセーフティネットの整備を進めています。

□「防災教育」学校・地域連携事業により，
小中学校及び地域と連携した自校化プロ
グラムの作成が進んでいる。

10－（１）防災・安全教育の充実
主な事業　・「防災教育」学校・地域連携事業（ふるさと新潟防災教育推進事業） H30施策評価 4.0

○「防災教育」学校・地域連携事業に32校を指定した。各中学校区における防災教育の現状と課題を共有し，小中及び地域と連携
した自校化プログラム作成について協議を行った。
○各実践校では，地域住民とともに避難訓練を実施するなど，地域と連携した取組が広がってきた。

指標1 「防災教育」学校・地域連携事業指定校数（校・累計） H30評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 34 68 102 136 166
進捗状況 8 34 69 102 134 

□小学校新入学生の「入学支援ファイル」の
より一層の活用のため，目的や活用例を説明
した。

４－（３）早期からの就学相談・支援の充実
主な事業　・早期からの就学支援の推進 H30施策評価 5.0

○就学前の支援情報を学校に引き継ぐための連携ツールである「入学支援ファイル」を，相談に来られた保護者に説明・配付した。
○「入学支援ファイル」活用状況調査において，新入生の提出数は446であり，全新入生の6.9％であった。提出数及び提出
率ともに増加した。特別支援学級在籍者の提出率は91％と，こちらも増加している。年度初めに市内全小学校に「入学支
援ファイル」の目的や活用について説明し，連携を促した。

指標1 入学支援ファイルの活用件数（年度ごとの数） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

5指標目標 300 350 310 350 400
進捗状況 280 331 315 362 446

10－（４）学びを支援する体制の整備と充実
主な事業　・就学援助事業　・奨学金貸付事業（高校～大学院）
　　　　　・社会人奨学金貸付事業 □就学援助事業，奨学金貸付事業を着実

に実施し，保護者や採用者に対しての経済
的負担の軽減を図った。
○就学援助は，私立学校を含め全ての小・中学
校の保護者全員に「就学援助制度についてのお
知らせ」を配布した（４月）。児童生徒数58,251
人のうち，認定者数13,245人の保護者に対して，
学用品費や給食費などの一部を援助した。ま
た，就学援助制度の在り方や方向性を検討する
にあたり，保護者の経済的な負担やニーズを把
握するための実態調査を行った。
○奨学金制度は，募集定員101人に対し同数人
数の応募があった。選考基準を満たした募集員
100人に貸付を行い，高等教育の機会均等を
図った。また，本市への定住促進を図るため，返
還者に対して納付書に「返還特別免除制度」の
チラシを同封した。
○社会人奨学金制度は，募集定員６名に対し，１
人の申請があった。キャリアアップを目指す社会
人学生に対して経済的支援を行った。

H30施策評価 4.0

＊指標5～7は再掲のため省略

指標1 就学援助制度の保護者への周知率（％）小学校 H30評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

指標2 就学援助制度の保護者への周知率（％）中学校 H30評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

指標3 奨学生（高校～大学院）の採用率（％） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

指標4 奨学生（社会人）の採用率（％） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
進捗状況 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

○学力・体力に自信をもち，世界と共に生きる心豊かな子ども
○生涯を通じて学び育つ，創造力と人間力あふれる新潟市民

目指す子どもの姿・市民の姿

学・社・民の融合による教育の推進
□いじめの未然防止，早期発見，対処に関す
る取組が進んでいる。
○いじめ・不登校の適切な対応のために平成
30年４月に「いじめ・不登校の初期対応ガイド
ブック」を作成し全教職員へ配付した。配付に
伴い，校長対象の説明会を実施し，いじめ・不
登校の初期対応についての考え方や体制・組織
等について周知を図った。
○児童・生徒の自律性・社会性の育成及び問題
への適切な対応に向けて，学校訪問等の機会を
とらえて，指導・支援を行った。
○「いじめ防止市民連絡協議会」「いじめ防止
対策等専門員会」を計画的に実施し，いじめの
現状について情報共有を図るとともに，未然防
止等に向けた取組や具体的な事案への対応・
検討を行った。

○不登校児童生徒に対する組織的な支援と小
中一貫した継続的な支援のために，「児童生徒
理解・教育支援シート」の活用推進を図った。

H30施策評価 4.3２－（２）一人一人の成長を促す生徒指導の推進
主な事業　・いじめ対策等生徒指導推進事業
　　　　　・教育相談ネットワーク事業　　・カウンセラー等活用事業

指標1 新潟市生活・学習意識調査の「自律性」「社会性」にかかわる質問項目
のうち，肯定的な回答が前年度の数値を上回った項目の割合（％） H30評価

Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
5指標目標 66.7 66.7 67.0 70.0 75.0

進捗状況 61.1 83.3 69.2 90.9 83.7

指標2 小学校　いじめ解消率（％）※「解消率」…「解消」と
「一定の解消」を合わせたものの割合 H30評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
4指標目標 100.0 100.0 97.0 97.0 97.0

進捗状況 96.2 99.1 95.8 97.4 98.3

指標3 中学校　いじめ解消率（％）※「解消率」…「解消」と
「一定の解消」を合わせたものの割合 H30評価

Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1
4指標目標 100.0 100.0 97.0 95.0 95.0

進捗状況 94.5 96.3 98.1 94.2 96.4
指標4 小学校　不登校（30日以上欠席）発生率（％） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

指標目標 0.38 0.38 0.38 0.40 0.64
進捗状況 0.40 0.40 0.44 0.56 未発表

指標5 中学校　不登校（30日以上欠席）発生率（％） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

指標目標 2.65 2.62 2.60 2.64 3.23
進捗状況 2.69 2.64 2.64 3.11 未発表

指標目標の設定型
Ⅰ型：第3期実施計画の5か年分を設定

Ⅱ型：初年度，中間（もしくは最終）年度等を設定

Ⅲ型：前年度の実績を踏まえて毎年度設定

　　 （原則として前年度設定値以上）

Ⅳ型：数値ではなく文字で設定

指標目標の評価基準　（　）内は減少指標目標　※達成率＝進捗状況値÷指標目標値×100

５：指標を上回って達成　〔達成率105%以上（95%未満）〕

４：指標を概ね達成　　　〔達成率 95%以上105%未満（同左）〕

３：指標をもう少しで達成〔達成率 85%以上 95%未満（105%以上115%未満）〕

２：指標を下回った　　　〔達成率 75%以上 85%未満（115%以上125%未満）〕

１：指標を大きく下回った〔達成率 75%未満（125%以上）〕

□学校内のコンピュータ教室用の端末等
機器，教職員用コンピュータの更新を計画
通りに実施した。

11－（１）効果的な指導を支援する施設設備の充実
主な事業　・学校ICT環境整備事業　・教育ネットワーク構築事業 H30施策評価 4.0

指標1 タブレット型コンピュータを整備した小・中学校の割合（％） H30評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 34.0 68.0 90.0 100.0 100.0
進捗状況 5.0 34.0 68.0 90.0 100.0

指標2 教育ネットワークの構築 H30評価
Ⅳ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

指標目標 調査・研究 調査・研究 導入方法検討 計画策定 開発
進捗状況 ─ 調査・研究 調査・研究 調査検討 計画（案）策定
○�教育用コンピュータ，教職員用コンピュータの更新については以下のとおりである。
・教育用コンピュータ� �45校� �1,168台（内タブレット�190台）�更新
・教職員用コンピュータ� �44校� �630台�更新
共に当初の計画通り更新を行った。
○教育ネットワーク構築基本計画（案）を作成した。 13－（１）新潟らしい教育改革の推進

主な事業　・区教育ミーティングの開催　・中学校区教育ミーティングの開催

□教育委員が各教育ミーティングに参加
し，地域や中学校区の取組・課題の共通理
解を図った。
○区教育ミーティング（各区２回実施）
平成30年度の地域と共に進める主な施策につい
て情報提供し，意見交換を行った。地域と学校
との関わりについての成果や課題，教員の多忙
化解消問題，登下校の子どもたちの見守りなど
について，参加者と教育委員で活発な意見交換
が行われた。

○中学校区教育ミーティング（28中学校区で実施）
防災教育をテーマとし，防災教育プログラムに
沿った取組を紹介し，地域と連携した進め方に
ついて意見交換した。

H30施策評価 4.0

指標1 区教育ミーティングの開催（回） H30評価
Ⅲ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 16 16 16 16 16
進捗状況 16 16 16 16 16

指標2 中学校区教育ミーティングの実施回数（累計中学校区数）→H29～（中学校区数） H30評価
Ⅱ型 H26 H27 H28 H29 H30 R1

4指標目標 32 56 28 28 17
進捗状況 8 32 56 28 28

＊指標4と5は，文部科学省による不登校発生率が未発表のため評価不能（空欄）である。

○パートナーシップ事業研修会に，公民館の学社民融合支援主事や図書館職員が，78名参加した。地域教育コーディ
ネーターとの情報交換を行い，ネットワークづくりを促した。

＊�中学校区教育ミーティングの実施回数は，平成30年度までは２年間で
全中学校区で実施したが，平成31年度（令和元年度）以降は３年間で
全中学校区で実施する予定である。


